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（１） 名称及び代表者名

幸立化成工業株式会社

代表取締役社長　井口　章夫

（２） 所在地

本社工場 埼玉県比企郡川島町下伊草485

郵便番号 350-0157

電話番号 049-297-5611

ＦＡＸ 049-297-5615

E-MAIL kohritsu@jade.dti.ne.jp

（３） 環境管理責任者

（４） 事業内容

・各種プラスチックキャップの製造

1961年の創業以来、プラスチック射出成形加工業者として、

主な国内容器メーカーの食品・トイレタリー容器キャップを受注製造、

後工程および検査機器類の内製化ほか創意工夫による

ローコストオペレイションと顧客満足重視の経営を続けている。

（５） 事業の規模

製品出荷額 924百万 円　（2022年度）
※従業員 54 名
延べ床面積 約 7,533 ㎡
※派遣・委託含めない年末現在

（６） 事業年度

8月～7月

　井口　祥文　

Ｐ３

□　組織の概要

mailto:kohritsu@jade.dti.ne.jp


□　環境経営方針

Ｐ４

幸立化成工業株式会社

＜基本理念＞

幸立化成工業株式会社は、プラスチック製造業者として、当社の事業活動が、
地球環境保全と深くかかわりのあることを確認し、製品の製造（成型・後工
程・検査）および出荷、配送にいたる業務のすべてにわたり、環境負担の低
減に取組みます。
ひとりひとりは、それぞれの職場において、環境保全、省エネルギー、省資
源、廃棄物の削減、リサイクル活動に積極的にとりくむことが、業務の効率
化、コストの削減につながることを理解して、日々、創意工夫をつづけます。

環 境 経 営 方 針

１．数値目標を設定し、継続的に改善に取り組みます

① 原料歩留りの向上
② 二酸化炭素排出量
③ 廃棄物排出量

④ 総排水量

２．事業活動にかかわる法令を遵守し、地球環境の保全にも
貢献します

①事業活動にともなう環境関連法規等を遵守します

②地域社会の一員として、周辺環境の保全に取り組みます

３.環境コミュニケーション

①教育・広報活動を通じて、全従業員の環境方針の理解と、
環境保全に関する意識の向上を図ります

制定日：2020年2月27日

代表取締役社長

井口 章夫



□　環境行動組織図
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環境委員会

日付 2017 年 9

環境行動組織図
社長

環境管理責任者 エコアクション２１事務局

製造課（１Ｆ・現場） 生産管理課 品質課 工務課

社長：　 エコアクション２１に関する全てに責任と権限を持ち

環境管理責任者を任命する。

エコアクション２１事務局：　 環境管理責任者を補佐し、事務処理

全般と文書類、ＨＰの更新、管理を行う。

環境管理責任者：　 エコアクション２１の実施及び社長への報告。

従業員：　 社長、役員以下全員で、当社の環境方針、

環境活動計画書、目標に沿って実行する。

環境委員会：　 役員、課長、係長、主任ほかで構成し、従業員に

環境活動計画を周知徹底し、実施、取組状況を

報告しあい、評価と必要な修正を行う。

総務課

日4月
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作成日：

原料の歩留り向上

生産量に対する廃棄量

（原料ロス） 8月～7月（年間） 1.88% 1.90%

年間CO2総排出量 8月～7月（年間） 1,527,328kg 1,490,678kg

当社の

製品1㎏あたりの総排出量

（g-CO2）

8月～7月（年間） 1,120 1,094

一般廃棄物の削減 絶対量の削減 8月～7月（年間）

テープごみ・可燃

物

1,490㎏

テープごみ・可燃

物

1,320㎏

産業廃棄物の削減 絶対量の削減 8月～7月（年間）
段ボール17,280kg

金属クズ  1,140kg

段ボール14,730kg

金属クズ  3,610㎏

上水・井戸水

の削減
絶対量の削減 8月～7月（年間）

上水　1,116㎥

井戸水　1,635㎥

上水　923㎥

井戸水　1,210㎥

　※　東京電力の調整後排出係数　０．４７４ｋｇ-ＣＯ２/ｋＷｈ

生産数量に比例して目標値を下回った。

あと少しで目標を達成できた。

CO2排出量の削減

生産数量に比例して目標値を下回った。

目標をわずかに下回ることができた。

大幅に目標を達成できた。

終売製品の機械類を処分したため目標

値を上回ってしまった。

目標 項目（単位） 対象期間

2022年度

目標値

2022年度

実績値

コメント

2023年11月20日

□　環境経営目標に対する実績
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□　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

　評価　○：実施できた　　△：一部未実施　　×：実施できなかった

評価

○

○

×

〇

○

○

○

○

○

〇

〇

○

○

○

○

○

○

△

〇

〇

作成日：2023年11月20日　　作成：エコアクション２１事務局

取り組み計画 取組結果 次年度の取組

歩留り

　●歩留りの向上『計量ダイエット』

全従業員の努力で適正値を維持できた

継続

　●半製品在庫減の取組み 継続

　●成形機（電力）のピークカット 継続

二酸化炭素削減

　●冷房２８℃・暖房２２℃

全従業員に対して、ひきつづき啓発をつづ
けたい

継続

　●昼休み・休憩時間消灯の表示 継続

　●不要な照明の消灯の表示 継続

　●PC・プリンター省エネ設定 継続

　●タイヤ空気圧チェック 継続

一般廃棄物の削減

　●社内からの持込みゴミ廃棄禁止の表示

全従業員に対して、ひきつづき啓発をつづ
けたい

継続

　●使用済みコピー用紙再利用の徹底表示 継続

　●ミスコピーの防止の表示 継続

　●ゴミの分別の徹底 継続

　●リサイクル・プラ分別の徹底 継続

　●通函廃棄の削減 継続

　●テープごみの分別 継続

産業廃棄物の削減

　●ゴミの分別の徹底

啓発の効果あり

継続

　●加工ミスによるロスの低減 継続

　●長期未使用品の処分 継続

上水・井戸水使用量削減

適正だと思われる　●節水コマの設置 継続

書式作成日：2023年11月20日　　保管：エコアクション２１事務局　　保管期間：３年間

地域貢献

終了
今回で終売

　●災害用避難所用品（段ボール製間仕切り・エアーマッ
ト）製造販売
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□　代表者による全体の評価と見直し

Ｐ１０

代表者による評価                            

   

 （１）全体の確認・評価 
     

（２）代表者による環境方針等の変更の必要性ならびに指示事項 
 

項 目 変更要否 指示事項等 対応者 対応内容 

環境経営方針 
□ 要 

☑ 不要 
 

  

環境経営目標 
□ 要 

☑ 不要 
 

  

環境経営計画 
□ 要 

☑ 不要 
 

  

実施体制 
□ 要 

☑ 不要 
 

  

全体評価に 

関して 

□ 要 

☑ 不要 
 

  

 

書式作成日 2023年 11月 20 日 保管場所：エコアクション２１事務局 保管期間：３年間 

項目 報告内容（要旨） 代表者による評価 

環境経営目標の達成状況 

環境経営計画の実施状況 

本年度の廃プラ量は前年比８１％、

消費電力量は前年比９７％だった

ので目標を達成した。 

 

活動継続すること。 

法規の遵守状況 

2023年 11月 20日に遵守できている

ことを確認しました。 

 

活動継続すること。 

外部からの苦情・要望 
排気ダクト改修工事により解決済

み。 
活動継続すること。 

前回の指示事項の取組状況 

半製品在庫の削減はひきつづき課

題です。（２０１７年版）の活動継

続中です。 

 

活動継続すること。 



□　添付　（１）

□　添付　（２）

　　　　　●プラごみの産廃処理表示

□　添付　（３）

　　　　　●ミスコピーの防止の表示

　　　　　●PC・プリンター省エネ設定

      １Ｆ指定置場　　　　      　　　　　 ２Ｆ指定置場　    　　　　　　　　　　　　３Ｆ指定置場　　　

　　　　●歩留りの向上『計量ダイエット』

Ｐ１１

●テープごみのリサイクル

●使用済みコピー
用紙再利用の徹底

表示

　●社内からの持込みゴミ廃棄
禁止の表示


